


〈認知症の症状や支援のポイント・利用できるサービスなど〉 

＊認知症の経過によって変化していく症状や状態で、日々の生活を送るために必要な医療や介護などの支援は異なります。その人に合わせて適切な支援を考えましょう。 

※認知症の進行には個人差があります。今後の経過により変化する症状や状態の目安としてください。 

 

認知症の経過 認知症かもしれない 

※もの忘れは多いが、自立して生活できる 
見守りがあれば生活は自立できる 生活を送るための支援が必要 常に介護が必要 

本人の様子（例） ・ものごとがおっくうになる 

・ものや人物の名前がでてこない 

・新しいことがなかなか覚えられない 

・好きだったことに興味を示さなくなる 

・置き忘れや、しまい忘れが増える 

 

 

 

 

 

・整理整頓ができなくなる 

・日にち、曜日がわからなくなる 

・薬の飲み忘れや、火の消し忘れなど増える 

・同じ物を買ってくる 

・計算が苦手になりなんでもお札で支払う 

・同じことを何度も言ったり聞いたりする 

・「ものを盗まれた」と言うなど疑い深く怒りっぽく 

なる。 

・慣れているはずの道に迷い、家に戻れないことがあ

る。 

・季節にあった服選びや、着替えがうまくできなくな

る。食事、トイレなどがうまくできなくなる。 

・言葉によるコミュニケーションが難しくなる。 

・近親者の顔や人間関係がわからなくなる 

・日常生活（着替えや食事、トイレなど）が、サポー

トがないと難しくなる。 

家族や介護者 

などの対応の 

ポイント 

・心配なことや気になることがあれば年齢のせいに

せず、早めにかかりつけ医や地域包括支援センタ

ーに相談する 

・家庭内での役割を持ち継続できるようにする 

・今後の生活について本人と家族で話し合っておく 

・訴えを否定しない 

・本人ができないことを責めずに、本人の気持ちに寄

り添いできない部分をサポートする 

・環境の急激な変化を避け、安心できる環境を整える 

・医療や介護サービスを上手に利用する 

・介護者自身の健康管理を行う 

・地域の理解を得るため協力者を増やす 

（民生委員や隣近所に知らせる・隠さず理解しても

らう） 

・医療や介護サービスを積極的に利用する 

・介護者自身の健康管理を行う 

・施設入所など本人が安心できる生活環境を考える 

・どのような終末期を迎えるか本人に寄り添いなが

ら家族間でよく話し合っておく 

医療・健康・相談 ■特定健康診査・健康診査 

■相談や認知症の診断：かかりつけ医、認知症疾患医療センターなど 

■身近な相談の場へ相談する：山ノ内町地域包括支援センター（認知症支援専門員）、認知症個別相談会（年３回実施）、介護支援専門員（ケアマネジャー） 

他者との交流 

進行予防 

■認知症予防・認知症について学ぶ：認知症サポーター養成講座 

■運動や趣味などの活動：チャレンジシニア、脳元気教室、ハッピー体操教室など 

■身近な交流の場にでかける：生きがいカフェ、各地区で行っているサロン、老人クラブ、わくわく商店街など 

生活支援 ■地域での見守りや助け合い：民生児童委員、警察 

■在宅高齢者福祉サービス：配食サービス、高齢者見守り支援システム（見守り SOSネットワーク事業） 

介護保険 ■ホームヘルプ、ディサービス、デイケア、ショートステイ、訪問看護、訪問リハビリ、福祉用具購入・貸与、住宅改修など 

住まい 

（利用できる 

住宅・施設等） 

■サービス付き高齢者向け住宅、有料老人ホーム、ケアハウスなど                      ■グループホーム、老人保健施設など            ■特別養護老人ホームなど 

権利擁護 ■お金の管理や財産・契約：エンディングノートの作成、日常生活自立支援事業、成年後見制度、消費生活センター 


